
愛知県みよし市議会 

議会改革のあゆみ 
 

みよし市議会は二元代表制の一翼を担う存在として、市政の意思決定機関としての

責任を果たすべく議会の機能強化を図るとともに、開かれた議会を目指し議会改革に

取り組んできました。その主な取り組みを紹介します。 

令和７年（２０２５年）  

３月 ・ホームページの議員名簿リニューアル 

令和６年１２月の市ホームページリニューアルに合わせて議員名簿ペー

ジを一新し、議員一覧から個別ページへリンクして見やすさの改善を行い、

新たに「議員からのメッセージ」を掲載するなど内容の充実を図りました。 

 

令和６年（２０２４年）  

１１月 ・「議会傍聴声かけ隊」による商業施設での啓発活動 

議会改革推進特別委員会の試行的な取り組

みとして、定例会前に議員自らが商業施設に

出向いて啓発チラシ（議会日程、一般質問項

目記載）を配布し、議会傍聴への呼びかけ活

動を行いました。 

９月 ・議会の情報発信の充実に向けた各種傍聴呼びかけ 

９月定例会より、議会の開催案内として市公式LINE、デジタルサイネージ

（さんさんバス車内、市役所１Ｆ市民課待合いスペース、イオン三好店２

階フードコート）などの各種媒体を活用した情報発信を行い、議会傍聴を

呼びかけました。 

・小型ノートパソコン（2in1パソコン）の導入 

全議員に配布している既存のタブレット端末

を更新し、小型ノートパソコンを導入しまし

た。資料の閲覧だけでなくペンでの書き込み、

資料作成・編集を行うことができ、ペーパー

レス化や委員会のオンライン開催への対応な

ど議会の審議効率化が図られました。 



・議会に関するアンケートの実施 

議会に対する市民の声を議会改革に生かすことを目的に、無作為抽出の市

民２，０００人を対象に市民アンケートを実施しました。 

 

令和５年（２０２３年）  

９月 ・委員会条例、会議規則の改正 

委員会のオンラインによる方法での開催を可能にするために、９月定例会

に議員提出議案として議会委員会条例及び議会会議規則の改正を上程し、

可決しました。 

 ・議会デジタル化推進要綱の策定 

議会のデジタル化を推進するため、デジタルツール等の基本的な運用ルー

ルを規定した要綱を策定しました。 

６月 ・個人端末の会議場への持ち込み許可 

会議のペーパーレス化に伴い、貸与端末の他に会議資料の閲覧を目的とし

た個人端末（タブレット、ノートパソコン等）の会議場への持ち込みを可

能にしました。 

５月 ・会議資料のペーパーレス化 

本会議、その他議会関係会議において、議案書を含む全ての会議資料をペ

ーパーレス化しました。 

１月 ・オンライン会議研修の開催 

全議員を対象に、オンライン会議システム（Ｚｏｏｍ）の操作研修を実施

し、主催者側、参加者側双方の操作方法を習得しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年（２０２２年）  

８月 ・貸与タブレット端末の運用方針の変更 

貸与タブレット端末の運用について、会議において「積極的に使用する」

から「必ず持参する」と変更しました。 

４月 ・議会だよりのリニューアル 

より親しみやすく読みやすい議会だよりとするため、紙面を右開き縦書き

から左開き横書きに変更し、全ページカラー印刷に変更しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月 ・市民との意見交換会のための基礎研修会の実施 

有識者を講師に招き、市民の意見・要望の吸い上げ方や、得られた意見を

基に議会内で議論から提案まで行う手法についての研修を実施しました。 

 

令和３年（２０２１年）  

４月 ・危機管理対応マニュアルの策定 

大規模災害や重大な感染症のまん延時等において、議会機能の維持や早期

回復を図るための危機管理マニュアルを策定しました。 

３月 ・議場でのタブレット端末使用開始 

会議資料のペーパーレス化を目的に、議

場でのタブレット端末の使用を開始し

ました。 

 

 

 ・議会報告会・市民との意見交換会運営マニュアルの作成 

議会報告会及び市民との意見交換会のノウハウを継承し、継続性のある取

り組みとするため、運営マニュアルを作成しました。 



２月 ・オンライン会議システムを利用した会議の実施 

新型コロナウイルス感染症対策として、当初予算説明会をオンライン会議

形式にて開催しました。 

 

令和２年（２０２０年）  

９月 ・事業評価の開始 

予算決算委員会の審査機能を高めるとともに、市の前年度事業の評価を行

い次年度の予算・政策に反映させる予算決算サイクルの構築を目的に、事

業評価を開始しました。 

８月 ・議会タブレット端末の導入 

議会ＩＣＴ化を推進するため、全議員にタブ

レット端末（iPad pro）を貸与しました。ま

たグループウェア（サイボウズoffice）及び

ペーパーレス会議システム（moreNOTE）を導

入しました。 

 ・ペーパーレス会議の開始 

９月定例会の議案説明会から、貸与タブレット端末とペーパーレス会議シ

ステムを利用したペーパーレス会議を開始しました。 

７月 ・議会に関するアンケートの実施 

議会に対する市民の声を議会改革に生かすことを目的に、無作為抽出の市

民２，０００人を対象に市民アンケートを実施しました。 

 

平成３１年～令和元年（２０１９年）  

９月 ・予算決算委員会の設置 

議会による予算・決算の審査機能を高めるため、予算決算委員会を設置し

ました。 

５月 ・議会改革推進特別委員会の設置 

議会基本条例に基づき、議会の改革及び活性化に向けた取り組みの調査研

究をすることを目的に特別委員会を設置しました。 

 ・議案の表決結果を議会だよりに掲載 

各議案について議員ごとの表決結果を議会だよりに掲載することとしま

した。 



 

 

 

 

 

１月 ・議員研修会の実施 

有識者を講師に招き、議員定数、報酬、委員会構成についての研修を開催

しました。 

 

平成３０年（２０１８年）  

10月 ・みよし市議会における災害発生時の行動マニュアル作成 

大規模地震や風水害等の大規模災害発生時の議員の行動マニュアルを作

成しました。 

９月 ・議員研修会の実施 

有識者を講師に招き、「地方議会の運営と改革」をテーマに研修会を開催

しました。 

６月 ・議会映像配信のマルチデバイス対応 

議会のインターネット配信をマルチデバイス対応とし、スマートフォン等

でも閲覧しやすい環境を整えました。 

４月 ・議会基本条例の見直しの検討 

議会基本条例は４年を超えない期間毎に内容の検討を行うこととしてい

ます。検討の結果、改定はありませんでした。 

 ・政務活動費の手引きの作成 

政務活動費の適正な執行と、議会の透明性及び説明責任を高めるため、政

務活動費の取り扱いについての詳細を定めた手引きを作成しました。 

１月 ・議員研修会の実施 

有識者を講師に招き、「議会における質問力向上」をテーマに研修会を開

催しました。 

 

 

 

 



平成２９年（２０１７年）  

８月 ・議員出退表示板の設置 

議員出退表示板を庁舎１階案内窓口に設置し、市民が議員の登庁状況を確

認できるようにしました。  

 ・議場傍聴席モニターの設置 

議場において、議員席の背後にある傍聴

席からは議員の後ろ姿しか見えないため、

傍聴席に大型モニターを設置し、議場前

方からの映像を映すことで議員の発言の

様子などが見えるようにしました。 

３月 ・議案の表決結果をホームページに掲載 

３月定例会から、各議案について議員ごとの表決結果をホームページに掲

載することとしました。 

  

平成２８年（２０１６年）  

10月 ・議会に関するアンケートの実施 

議会に対する市民の声を議会改革に生かすことを目的に、無作為抽出の市

民２，０００人を対象に市民アンケートを実施しました。 

 ・市民との合同研修会の実施 

有識者を講師に招き、市民参加の下「地方分権時代における議会の役割と

行政・市民との関係性」をテーマに研修会を開催しました。 

 

 

 

 

 

９月 ・議員研修会の実施 

有識者を講師に招き、「政務活動費のあり方と活用の仕方」をテーマに研

修会を開催しました。 

６月 ・政務活動費のホームページでの公開 

政務活動費の会派別の収支状況について、ホームページでの公開を開始し

ました。 



５月 ・議会改革推進特別委員会の設置 

議会基本条例に基づき、議会の改革及び活性化に向けた取り組みの調査研

究をすることを目的に特別委員会を設置しました。 

 

平成２７年（２０１５年）  

５月 ・議会改革推進特別委員会の設置 

議会基本条例に基づき、議会の改革及び活性化に向けた取り組みの調査研

究をすることを目的に特別委員会を設置しました。 

 

平成２６年（２０１４年）  

５月 ・議会改革推進特別委員会の設置 

議会基本条例に基づき、議会の改革及び活性化に向けた取り組みの調査研

究をすることを目的に特別委員会を設置しました。 

４月 ・議会基本条例の施行 

議会の透明性と公平性を保持しつつ、自ら議会の改革に取り組み、一層の

活性化に努め、より信頼される議会を目指し、平成２６年４月１日に議会

基本条例を施行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・議会政治倫理条例の制定 

議会基本条例第８条「議員の政治倫理」の規定に基づき、議員の政治倫理

のより一層の向上を図り、市民に信頼される議会づくりを進めるために、

議会政治倫理条例を平成２６年４月１日に施行しました。 

 

 

 



平成２５年（２０１３年）  

５月 ・議会基本条例策定特別委員会の設置 

地方分権が進むにつれて議会の役割が大きくなり、市民の議会への関心が

高まる中で、市民に対して議会とは何かをわかりやすく伝えるため、議会

基本条例策定の必要性が高まり、特別委員会を設置して検討を始めました。 

 ・議会政治倫理条例の検討 

議会基本条例策定に合わせ、議会運営委員会にて議会政治倫理条例策定に

向けた検討を始めました。 

３月 ・全員協議会の設置 

議会会議規則第１６０条に規定された、協議又は調整を行うための場とし

て、全員協議会を設置しました。 

 

平成２４年（２０１２年）  

11月 ・議会報告会を市民対象に実施 

委員会行政調査を市政に生かすことを目的に、これまで市職員を対象に行

っていた行政調査報告会を、開かれた議会の推進のため、市民を対象に開

催することとしました。 

10月 ・議会に関するアンケートの実施 

議会に対する市民の声を議会改革に生かすことを目的に、無作為抽出の市

民２，０００人を対象に市民アンケートを実施しました。 

 ・市附属機関への議員参加の制限 

市附属機関の委員のうち、議員の充て職については、法令等に基づくもの

及び任期中のものを除き、原則として参加しないこととしました。 

 

平成２３年（２０１１年）  

５月 ・議会広報特別委員会の設置 

開かれた議会を目指し、議会の活動を広く市民に周知していくため「議会

広報紙の編集・発行」と「広報活動に関する調査研究」を目的に特別委員

会を設置しました。 

 

 



市制施行（２０１０年１月４日）以前  

・常任委員会会議録全文記録の実施（平成１９（２００７）年５月） 

５月臨時会から委員会会議録を要点記録から全文記録としました。併せて委員会会

議録についてもインターネット会議録検索システムで検索できるようになりまし

た。 

・議会インターネット映像配信を開始（平成１８（２００６）年９月） 

９月定例会から、開会日の町長あいさつ及び一般質問のインターネットライブ配信

及び録画配信を開始しました。 

・インターネット会議録検索システムの導入（平成１８（２００６）年９月） 

ホームページにインターネット会議録検索システムを導入し、平成１７年３月定例

会以降の本会議の会議録を検索できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

・一般質問の一問一答方式の導入（平成１８（２００６）年６月） 

平成１６年３月に議長から議会運営委員会に「三好町議会の活性化を図る調査研

究」について諮問があり、その中で検討された一般質問の一問一答方式が、平成１

８年６月議会から導入されました。 

・議員定数の削減（平成１８（２００６）年３月） 

３月議会において、三好町議会の議員の定数を定める条例の一部を改正する条例が

可決され、議員定数を２４人から２０人に改正しました。 

・クールビズの導入（平成１７（２００５）年６月） 

６月から９月までの間、会議中においてもノーネクタイ、上着なしを認めることと

しました。 


